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はじめに 

 

道都札幌の市街地を流れる豊平川は、普段から様々なイベントやスポーツ、自然観察や釣り

など自然とのふれあいの場として多くの人々が集まり、盛んに利用されている。一方、豊平川

は都市域にあって全国でも例がない急流河川であり、強いエネルギーを持った流れが生じる。

こうした中、現状として豊平川では水難事故が発生している。 

本来、河川は公共の利益や他人の行動を妨げない限り、自由使用が原則であり、安全確保も

利用者自らの責任において行われるものである。しかし、実際には水難事故が発生しているこ

とから、床止・護岸ブロックなどの河川管理施設が、河川利用者にとって危険となる可能性が

あり、それらの危険性を出来る限り小さくすることも河川管理者の取り組みの一つとして考え

られる。 

また、河川利用者の河川の危険性に対する認識が不十分なことも水難事故の要因の一つであ

り、河川の安全利用について啓発していくことも河川管理者として重要である。 

これまで、国土交通省では、「恐さを知って川と親しむために」（平成１２年１０月「危険が

内在する河川の自然性を踏まえた河川利用および安全確保のあり方に関する研究会」提言）や

「急な増水による河川水難事故防止アクションプラン」（平成１９年６月「河川利用者の安全に

関わる検討会」）に基づき急な増水を含めた水難事故の防止への取り組みがすすめられてきた。

一方、「二十一世紀の社会を展望した今後の河川整備の基本的方向について」（平成８年６月河

川審議会答申）において、より良い環境づくりや地域の活性化、災害時の活用等の観点から、

地域と河川との関係を再構築する必要性が示された。さらに、「『川に学ぶ』社会をめざして」

（平成１０年６月 河川審議会「川に学ぶ小委員会」報告）に基づき、川と人との関係の再構

築を目指した河川環境教育等の施策が推進されてきたところである。 

本取組方針は、このような背景を踏まえ、豊平川における水難事故の原因分析や利用者意識

調査、また、安全対策の現状を把握し、水難事故の発生を回避または軽減するために、今後取

り組むべき事項や改善策等をとりまとめたものである。 
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